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p個の目的変数 y = (y1, . . . , yp)
′と k個の説明変数 x = (x1, . . . , xk)

′に関する大きさ nの
観測行列をY = (y1, . . . ,yn)

′ : n× p, X = (x1, . . . ,xn)
′ : n× k とし, 多変量回帰モデル

Y = XΘ+E

を想定する. ここに, Θは k × pの未知パラメータ行列で, 誤差行列 Eの各行は互いに独立
で, それぞれ平均 0, 共分散行列Σの p次元正規分布に従うとする. より簡単な線形構造を
探索するため, 説明変数の選択, および, Θのランクの選択の同時選択問題を考える. 第 i説
明変数 xiをモデルに取り込むかどうかはΘの第 i行 θ(i)がゼロベクトルかどうかで定式化
される. Θのランクが rであることは, k個の説明変数が r個の潜在説明変数で表されるこ
とを意味している. このような同時選択問題は, (1) Σ = σ2Ip, および, (2) Σ > O の場合に
研究されている. (1)の場合には, Bunea et al. (2012), Chen et al. (2012), 藤越 (2016)によ
る方法がある. 藤越 (2016)の方法は, (2)の場合でも考察されている. 同時選択法として, 最
初に変数選択をし, 次に, 選ばれた変数に関する次元を選択する 2段階法を考えるが, 本報告
では, 各段階で藤越 (2016)を改良た選択法を提案する. 具体的には, 変数選択に関して, 計
算量が格段に少なくてよいKOO(Kick-One-Out)法を用い, ランク選択法に関しては一般化
情報量を考える.
本報告で提案する同時選択法の各段階での変数選択法および次元選択法は次のように与え

られる. 以下では, (1)の場合を考えるが, (2)の場合も同様である. 変数選択基準は, 変数 xi
の有意性検定統計量に基づく統計量

Td,i = n log
(
1 + s2h,i/s

2
e

)
− dp, s2e = trY′(In −PX)Y, s2h,i = trY′(PX −PX(−i)

)Y

に基づいてる. ここに, PXはXの列ベクトルによって張られる空間への射影行列, X(−i)は
Xから i列を除いた行列である. Td,i > 0あるいは Td,i ≤ 0かによって xiを選択するかど

うかを決める選択方式を T̂dとする. dは調整項である. 次元が r ≤ m = min(k, p) であるモ
デルの一般化情報量規準量は

ICb,r = np log

(
1 +

ℓr+1 + · · ·+ ℓm
trY′(In −PX)Y

)
− b(p− r)(k − r)

で与えられる. ここに, ICb,m = 0. bは調整項で, b = 2の場合の ICは AICである. この
規準量を用いて, ICb,r が最小になる次元を選ぶ. このような選択法が高次元漸近的枠組み
p/n → cのもとで, (各段階で)一致性を持つための十分条件について考察し, その結果に対
し数値実験によって妥当性を検証する. なお, Σ > Oの場合の ICb,r に相当する規準量の高
次元一致性は Fujikoshi and Sakurai (2016)により調べられている.
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